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第189号（２面）2021年02月16日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





              第164回(3月)例会 


　　　　　　    　　　福島原発事故から10年を迎えて


　　　　　   　気候危機と原発再稼働


　　　　　  　お話：増田 善信さん


　　　　　　　元気象研究所研究室長･理学博士


　　　　　　　 　　 元日本学術会議会員､狛江市在住


日時：３月20日(土)13:30


場所：たづくり1001室　　　参加費300円





第165回(４月)例会


シンポ 調布外環道陥没と憲法 脅かされる住環境


菊池春代さん(被害者の会)、野村羊子さん(外環ネット)、三木一彦さん(田園調布住民の会)、コーディネーター　丸山 重威さん(憲法ひろば世話人)


日時：４月１０日(土)13:30


場所：あくろすホール　　参加費300円





第166回(５月)例会


コロナ･人権･憲法（仮題）


お話：清水 雅彦さん


 　　　　　　　　九条の会事務局長


日時：５月２３日(日)13:30


場所：あくろすホール　　参加費300円
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▼｢日本の行


く先｣問う年


  今年の年賀状に「米トランプの退場と核兵器禁止条約の発効は、世界と人類にとっての朗報と受け止めたい」と書き、「政治によって人々の命が脅かされることがないように願う」と書いた。先生がそのことに言及してくださったことが嬉しかった。先が読めないいま、今年がどんな年になるか。それによって、日本の政治の行く末が問われそうだ。


（清水智恵子、世田谷区給田）


▼わかりや


すい説明


　忘れがちな安保法制、戦争法から強行採決に至るまで、その後の動きから「学術会議任命拒否」への経緯をわかりやすく説明していただいた。国立感染研の経緯は改めて機会を設けて講演してほしい。


（中村弘、飛田給）　


▼実に重大


な学術会議


問題


  学術会議問題は実に重大だと思う。先生が指摘された通り「妥協するわけにいかない」と思う。評論家の桜井某が６人を排除した菅について「おぬしなかなかやるな、と感じた」と言ったとか。「倶に天を戴けず」とつくづく感じた。


（伊藤幸夫、世田谷区北烏山）


▼中身の濃


い、よい会


  とてもよい会でした。７３１部隊についてもう少し伺いたかった。ありがとうございました。


（匿名、武蔵野市）


▼声を上げ


ることが大


切


　国立感染症研究所が７３１部隊と関係があったことを初めて知った。何のための研究なのか？　国は国民の健康、生命を守ることにこれほど無関心なのはなぜか？　今後ともさらに学び、声を上げ、行動していくことが大切だと学んだ。


　九条の会は、コロナで以前ほど活動が見えにくくなっている。また、もともと年輩者が多く、もっと若い人の声を取り上げていく必要があると思います。「憲法ひろば」も年輩者ばかりです。年輩者と若い人をつなぐ機会をどのように多く作っていくかが重要だと思う。（鈴木幸明、多摩市関戸）


▼若い人の


参加を


　なかなか興味深いお話でした。いままで私自身が政治に対して感じてきたことが間違ってはいなかったと改めて思いました。ただ参加された方々が、私を含めて高齢で若い人の参加がほとんど見られないことがとても残念です。若い人たちが関心を持つこと、それが必要不可欠なのではないかと感じました。


（高橋寿美子、三鷹市深大寺）


▼ことある


毎に声明を


  ２０００年以降の振り返りと現在の状況、それからこれからの課題について解説していただき、頭の整理ができました。


　「九条の会」については各地域に広がり、一大護憲勢力となり、その役割を果たしてきたというお話でした。それはその通りだが、せっかく名だたる言論人が集まっていた「九条の会」ですから、私はことある毎に声明などを出していただきたいと思います。


　例えば「市民連合」は「いのちと人間の尊厳を守る」ことを各政党に要望しています。「命」と書かずに「いのち」と書いて意味に幅を持たせています。そのような「ことば」は人にひびくものだと思います。「九条の会」もぜひ人々にひびく「ことば」を発信してください。　（古川朋子、多摩川）


▼過去から


の継続の大


切さ


　初めて参加させていただきました。現在が過去からの継続であるということを痛感しました。今後はさらに自分なりに考えて、かつ、いかに行動できるか、だと思います。 （高橋秀明、三鷹市深大寺）


▼わかりや


すいお話


  国立感染症研究所と７３１部隊の関係を知ることができありがたく思った。総じてわかりやすいお話だった。 （無記名）


▼声を上げ


る時期が来


ている


  ＮＰＴではなく核廃絶をテーマに人類の新しい時代が始まりました。いのちと人間の尊厳を守る新しい政権を作ろうと声を上げるときが来ている。水際対策とＰＣＲ検査と完全隔離、療養保護ができれば、コロナは終息できる、ということだが、これは政府や自治体（都）しかできないことです。


（古川博資、多摩川）


▼アジらず


理屈こねず


に感銘


　アジらない、理屈をこねない小森さんのお話に感銘をうけた。「軍事力で国民は救えない。世界最大の軍事力を保有するアメリカが40万人以上の犠牲者を出している。軍事から国民の命を守る政治に転換させよう、というよびかけがよく分かった。「オリンピック選手村を開放し、自宅待機の患者をすべて受け入れさせよう」という参加者の発言、目からウロコだった。  （佐藤定夫、深大寺北町）








�














